
嘔吐・下痢は絶対に我慢をしないこと！！ 

 

感染性胃腸炎は、とにかく身体の中のウイルスを外に出

し切ることがポイントです。おさまるまで吐いてしまった

方が身体も楽になります。吐いてしまった後は、 

うがいをして、水分補給をしましょう。 

また、嘔吐物の処理は必ず大人の人が 

適切に行いましょう。 

 令和元年１２月２日 

                                          川口市立上青木中学校 

                                                                                   保健室発行 

                              

                           

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

１１月２１日（木）上青木小学校体育館にて、小中連携 合同学校保健委員会を開催しました。 

テーマ 「 足元から考える健康づくり“足育”（あしいく）   ～靴は足を、足は体を、体は心を健康に

します～ 」 

講 師 日本教育シューズ協議会 武原充宜 氏 

 現在、足のトラブル（外反母趾や巻き爪、偏平足など）を抱えた子どもたちが多くなっています。その原因は「足に合わない靴

上青木中学校 感染症流行情報（１２月2日現在） 

１１月に入り、体調不良による欠席者や早退者が増え、合唱祭の頃にはインフルエンザまたは感染性胃腸炎

が流行してしまうだろうと心配していましたが、１２月２日現在、上青木中学校では、 

インフルエンザ  ０ 人 感染性胃腸炎 ０ 人 です。 

 昨年よりは流行のスタート時期が遅いように感じますが、１２月に入ると流行はさらにピークを迎えます。

上青木中学校でも「手洗い」「うがい」「換気」「マスクの着用」「咳エチケット」など、保健委員会を中心に、あら

ゆる感染防止対策を行っていきたいと思います。 

 ぜひ、ご家庭でも朝の健康観察を行っていただき、「登校前に発熱している」「前日に嘔吐した」などの症状

があった場合は決して無理をさせず、欠席の対応をお願い致します。 

【よくある質問】 
 

インフルエンザや感染性胃腸炎などによる出席停止期
間を学校にお問い合わせいただくことがたまにありま
す。 
基本的には「かかりつけのお医者様の指示に従ってい
ただく」ことが原則です。 

 
学校は生徒が欠席している間の様子や、発熱・嘔吐の

期間がわからない為、「〇日まで欠席してください」「〇
日から登校してください」と指示することはできませ



を履いているから」と言われ、足と靴のサイズ差が大きくなると足トラブルは増加するというデータもあります。 

合同学校保健委員会では、自分の足に合った靴の選び方、足を育むための運動などを実際に体験しながら学びました。 

講演会では趾の運動を実際に行い、その効果を体感することができました。 


